
長沢鼎のバロン・ナガサワ，ブドウ王への道

一ワイナリー経営者，研究者として

森孝晴

1．ワイナリーの完成まで

1875年早春にカリフォルニアに到着した長沢鼎とトマス・レイク・ハリスの一行は，まず北

カリフォルニアのヒールバーグ（最終定薪地サンタローザの北にある）をあたったのだが，最

終的にサンタローザの北東に広がるなだらかで美しい丘の一帯が気に入って，当時まだ草地で

あった400エーカーを購入した。長沢はこの時まだ23歳という若さであった。彼はこれからこ

の地に60年住み，ここに眠ることになるのである。

サンタローザ市は現在人口20万人ほどの北カリフォルニアにおける中核都市であり，治安も

よく気候も穏やかな住みやすい町である。サンフランシスコから車で１時間強の位置にある。

一年中温暖で雪は降らず，雨も１年間に数度しか降らない。メキシコ人も多いが，比較的白人

の多い割合豊かな中産階級の町であり，ハリスがファウンテングローブと名付けたサンタロー

ザのダウンタウンから北東に車で１０分ほどのところにあるこの丘は，現在では高級住宅地に

なっている。つまりそれほど条件の良い場所だったということがわかるわけで．ハリスの選択

は正しかったのである。

キーワード：長沢鼎，ワイナリー．バロン・ナガサワ．ブドウ王
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カリフォルニア州ソノマ郡のブドウ焔

同年７〃に初めての建物の建設が始まった。まずハリスの望んだ大邸宅が建造された。母屋

に続いて家族等や管理棟の建設も予定され順次建設された。ファウンテングローブ・ランチの

始まりである。このランチ（農場）はその後土地が買い足されて，最大で1850エーカー．周囲

20キロという広さであったと言われている。また最盛期には使用人300人以上．資産は約200Ｃ

万ドルという大きな農附に育っていくのである。
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ファウンテングローブ・ワイナリーの家族棟

ファウンテングローブ・ワイナリーの管理棟

Ｉｿ言屋は１１月に完成した。まさに大邸宅で，地元でも今までにはなかったほどだった8000点

の蒋籍を収納できるi1f斎があり実際に膨大な職iIfを誇った。100人の来容をもてなせる食堂が
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あった。長沢はブドウの木の植え付けを始めたかったが，３棟の建物のの周囲の造園をまかさ

れ，この地はまさに「ファウンテン（泉)」が多かったからこれらに手を加え，花々が必要と

されたので温室を造ったりしたｃ

国際文化学部論集第18巻第４号（2018年３月）

ファウンテングローブ・ワイナリーの母屋（西側）

ファウンテングローブ・ワイナリーの母屋（東側）
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ファウンテングローブのすべての建物が完成したのは1890年のことだったが，その10年ほど

前の1879年にようやくワイナリー（ワイン醸造所）の建設とブドウの植え付けが始められた。

この前に長沢は庭園や小麦畑を造り，牛や馬が多数聯入されると牛乳を販売する責任者となっ

た。1882年には65頭ほどの馬がいたそうである。このように長沢はファウンテングローブにお

いてもっぱら農業部門，とりわけワイナリーの仕事をハリスから指示されていたわけで，ハリ

スの宗教上の仕事をもっぱら手伝っていた新井とは大きく異なっていた。新井はハリスの出版

物を扱う新生兄弟社の印刷担当であった。このことが幸いにも長沢をキリスト教から遠ざけて

いたし，新井をクリスチャンにし婦国後に布教活動をするまでにさせたのである。

さて，長沢のブドウの木の植え付けだが，ワイン産業の草創期であったこの当時には，カリ

フォルニアではブドーノコブムシの害がブドウの木に広がり．サンタローザにも迫っていた。

長沢としてはブドウの木の植え付けに迷うところもあったが，1878年から翌年にかけていよい

よ決心したようだ。中国人やイタリア人の労働者が大勢雇われ，まず400エーカーのブドウを

植えることになった。そして，ボルドーをはじめとするフランスの輸入苗を中心に，国産の苗

も含む多数のブドウの苗が取り寄せられた，

1882年には，４番目の建物としていよいよ三階建ての立派で最新式のワイン醸造所が完成し

た。長沢が30歳の時である。ワイン製造にとって簸も亜要な建物だ｡６０万ガロン（約2270キロ

リットル）の貯蔵能力があり，タンクが11基，大榔が14基設値されていた。

国一三‐､

焚沢鼎のバロン・ナガサワ．ブドウ王への道
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忘一
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30歳ころの長沢

書斎でくつろぐ長沢（35歳くらい）
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ところで，農園のいろいろな建物の中には，大きな納屋が二つあったという。そのうちの一

つが2017年１０月にカリフォルニアで50年ぶりといわれる大火で焼け落ちた赤いラウンドバーン

である。これは巨大な当時敢新式の厩で，膿剛の60頭に上る馬を飼うためのものであった。職

津尺魔によれば「彼は特に馬疋の改良に意を注ぎ，一八九五年（明治二十八年）頃から優良の

種馬をアフリカおよびヨーロッパから移入した」というから，馬にも州当力が入っていたよう

だ。

ラウンドバーンは，1900年ころに建てられ，いったん火災に兄抑われたが，1911年に111:雌さ

れた。その大きさは次の一連の写真を兇ればわかる。
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建設当時のラウンドバーンの写真
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最近のラウンドバーンの写真（2008年）
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ラウンドバーンの内部
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２．フアウンテングローブ・ワイナリーの発展とワイン販売の伸張

ワイン砿造所が完成した1882年に，レイ・クラーク商会という会社が設立された。この会社

の社員はすべて新生兄弟社のメンバーで構成され，ファウンテングローブ・ワインはこの会社

によって生産されることになった。（ジョナサン．Ａ・）レイと（レイ・Ｐ・）クラーク，そし

て長沢が会社の中心を担ったが，実務の最終麦任は長沢以外の２人が負っており，農学の専門

家だったレイがニューヨークのビージーストリートにあった事務所の所長であった。長沢は，

科学者の才能は持っていたものの，武士道糊IlIのゆえにお金にはほとんど興味がなかったの

で，他の２人の存在はありがたかった。
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ニューヨークのビージーストリートにあったレイ・クラーク社の事務所

1892年に「ファウンテングローブ」銘柄のワインの独占販売権を確立してこの会社がファウ

ンテングローブ・ワインをすべて出荷することになった。販売は同じニューヨークのブラウネ

ル商会が担当し，ヨーロッパ向けのファウンテングローブ・ワインは輸出販売業者を通して販

売された。ここで注目すべきは．初めて英国に輸入され商業ベースで販売されたカリフォルニ

ア・ワインはファウンテングローブ・ワインだったということだ。また，鷲津尺臓によれば．

1892年にはフランスにも輸出されていたそうである。品質がヨーロッパで通川するレベルにな

ければ輸出など考えられないはずだから，それが認められ初めてヨーロッパに輸出されたカリ

フォルニア・ワインはファウンテングローブ・ワインだったということになろう。
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ファウンテングローブ・ワイナリーの価格表

サンフランシスコ港から輸出されたファウンテングローブ・ワインは，東京，横浜，神)fで

売られたが，明治屋などでも販売されたらしい。現在カリフォルニア・ワインの茄質は本家の

フランス・ワインに負けていないどころか，いわゆる「パリスの審判」を見てもわかるように

本家をしのぐほどになっているが．長沢たちが輸出を始めた当時にもすでにフランス．ワイン

に追いつきつつあったのだ。レイ・クラーク社の販売利益はファウンテングローブ．ランチの

維持のために利用された｡経営強化のため1892年の初めにﾌﾘｰﾏﾝがﾏﾈｰジｬｰ，ﾊｰﾄ

が経理担当になったが翌年にレイが急死した。

3．「バロン・ナガサワ」「ブドウ王」へ

醸造所が拡大し成功していくことは，長沢にとって経営者としての実務も増えることを意味

したが，一方で彼は実験や読書に励んだ。新しい農業技術やワイン製造法を学び修得するため

である。いよいよ長沢の科学者としての才能が開花し始めたのだ。
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長沢鼎のバロン・ナガサワ．ブドウ王への逆

実は長沢がサンタローザに入る２年前に，．|Ｉｔ界的にｲr名な植物学者のルーサー・バーバンク

がこの地に住み始めていた。二人は171.い時期に知り合いとなり，お互いに農業に関心を持つ学

若という共通点があったので，すぐに親しくなりついには生涯の親友となって，協力して研究

をするようになった。

長沢72歳の時（1924年）に書かれた『長沢鼎翁伝lのI+'で鷲津尺魔は「彼れが二十三歳の時．

サンタローザに移ってから鎧も意を用いたのは云う迄もなく葡萄栽培と醸造業とであった。被

れは世界各国より新種の葡萄を取寄せて削刺に植付けた。而して自らも諸種の改良法を考案し

た」と述べている。これはまさに研究者の態度である。

ワイナリーが大きくなると同時に新生兄弟社のメンバーも増えていき，日本人や中国人やイ

タリア人の労働者も多くなっていった。

動 画 〒

温室で植物の生育を見守る長沢（40歳くらい）
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ファウンテングローブ・ランチと労働者たち

ブドウ園を見回る長沢

上の写真は長沢がブドウ園を見回っている写其だが，その服装に注Iｌしたい。なんとスー

ツを藩ているのである。さらにはシルクハットさえかぶっているのである。およそブドウ園を
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見回る時にする服装ではない。おそらくそんな格好で見回る経営者は今も昔もいないであろ

う。汚れ仕事であるから，ジーンズのようなラフな格好の方が現実的であるに違いない。実は，

写真に写っている長沢はほとんどがスーツ姿で，蝶ネクタイを含め必ずネクタイをしていて，

胸ポケットにハンカチが入っていることもある。この写真に写っている長沢の姿こそが，彼が

｢ブドウ王」と呼ばれる所以なのである。

ところでここで長沢のニックネーム，愛称について考えてみよう。現在長沢が「ブドウ王

(GrapeKing)」とか「ワイン王（ＷｉｎｅKing)」と呼ばれていることは確かだ。しかし，筆者

が30年以上前に長沢にかかわりあって以来，「ブドウ王（GrapeKing)」と呼ばれるのが常で

あった。「ワイン王」と呼ばれるようになったのは比較的最近のように感じている。では，彼

の呼ばれ方はそもそもどうだったのか，そしてどう変わってきたのか？

門田明はこの点をめぐって，1897年に第１回目の帰国を果たした長沢を「郷里で「葡萄王」

として知られる人物」と書いており，「生れ故郷の日本で「葡萄王」と呼ばれることは，彼に

とっても嬉しいことであり，気持ちよく呼ばれるにまかせたのである」と述べている。しかし

一方で門田によれば，カリフォルニアでは，長沢はしばしば「プリンス・ナガサワ（長沢公)」

とか「バロン・ナガサワ（長沢男爵)」とか呼ばれていたともいう。

鷲津尺魔によれば，長沢のワイナリー経営は，「ファウンテングローブ附近一帯にかけての

パイオニアとして，葡萄栽培家として加州の歴史に閑却すべからざる功紙を残している」わけ

で，カリフォルニア・ワインの草創期における功労者として現在でも尊敬されていることを考

えると，長沢が鹿児島から呼び寄せて晩年を一緒に過ごした伊地知共喜の息子の嫁で現在もご

健在のエイミー・モリ・イジチさんは聞いたことがないと言ってはいたものの，彼が「プリン

ス」とか「バロン」とか呼ばれたことは首肯できる。

なお，前述したように，筆者が長沢に関わるようになった34年ほど前には日本では「ブドウ

王」という言い方しかしていなかったと記憶している。「ワイン王」という言い方は比較的新

しい（おそらくこの10年くらい）のである。このような経緯から考えると，長沢の生前には．

現地では「プリンス・ナガサワ」や「バロン・ナガサワ」と呼ばれていたものと思われる。同

時に，1897年45歳の時に第１回目の帰国を果たして以降は，日本では「ブドウ王」と呼ばれる

ようになったのではないか。考えてみると日本人は「金融王」とか「三冠王」とか「王」を付

けて呼ぶのが好きな国民である。

そして長沢の死の前後から，日本での呼び方がカリフォルニアでも使われるようになり，

我々鹿児島サンタローザ友好協会が設立された34年ほど前からは，それが日本では「ブドウ王」

として，アメリカではGrapeKingとして定着していったのではないか。

同時に，長沢がワインの醸造家として有名だったという事実にかんがみて「ワイン王（Ｗｉｎｅ

King)」という実態に近い呼び方も生まれ，日米で定着していったと考えられる。
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